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さ
い
せ
き
・
函
館

▽
雪
掻
き
の
シ
ー
ズ
ン
が
来
ま
し
た
。
今
年
は
積
雪

が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。
▽
町
中
を
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て

い
た
熊
は
寝
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
っ
た
く
今
年
の

熊
共
は
、
困
っ
た
も
の
で
す
。
世
の
中
に
は
、
ク
マ

さ
ん
が
可
哀
そ
う
だ
。
山
を
犯
し
て
い
る
の
は
人
間

だ
か
ら
熊
に
も
一
理
あ
る
。
な
ん
て
、
馬
鹿
な
事
、

言
っ
て
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
よ
。
一
回
で
も
い
き
な
り
会
っ

て
み
れ
～
。
動
物
園
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
。
と
言
い
た

く
な
る
気
持
ち
も
察
し
て
欲
し
い
。
更
に
、
当
社
の

鹿
は
私
の
車
を
見
て
も
ど
こ
吹
く
風
。
俺
の
横
を
通

る
な
ら
行
っ
て
み
れ
。
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
ゆ
っ
た

り
と
前
方
を
歩
き
チ
ラ
チ
ラ
後
ろ
見
て
は
薄
笑
い

を
し
て
い
る
感
じ
で
悠
々
と
歩
い
て
い
る
。
頼
む
か

ら
除
け
て
下
さ
い
と
お
願
い
す
る
の
も
情
け
な
い

感
じ
で
あ
る
。
▽
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
国
で
も
依
然
と

戦
争
が
激
化
し
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
世
界
中
が

ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
い
る
感
じ
が
す
る
。
少
し
変
な
方

に
人
間
は
傾
き
互
い
に
信
頼
性
を
失
い
不
安
か
ら

来
る
ゆ
と
り
が
失
わ
れ
て
い
る
感
が
し
ま
す
。
た
だ

た
だ
相
手
を
悪
く
言
っ
た
り
、
責
任
転
換
を
し
た
り
、

そ
れ
で
自
己
満
足
し
、
自
分
は
と
言
う
と
何
も
出
来

な
い
く
せ
に
理
由
に
成
ら
な
い
戦
争
も
此
れ
か
ら

降
る
白
い
雪
に
併
せ
て
白
紙
に
し
て
は
ど
う
で
す

か
。
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
私
が
鹿
に
気
を
遣

う
様
に
犠
牲
に
な
る
人
々
に
も
気
を
遣
え
。
皆
さ
ん

そ
う
思
い
ま
せ
ん
か
。
雪
掻
き
頑
張
ろ
う
。 

            

日
砕
協
北
海
道
地
方
本
部
・ 

 
 

 
 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

①
本
部
報
告 

・
令
和
五
年
度
第
一
回
総
務
委
員
会
会
議 

11
月
22
日 

東
京
・
五
反
田 

議
題 

① 

次
年
度
決
算
見
込
み
（
案
）
に
つ
い
て 

② 

次
年
度
会
費
試
案
（
案
）
に
つ
い
て 

③ 

次
年
度
公
害
防
止
認
定
講
習
地
に
つ
い
て 

④ 

本
部
と
し
て
新
た
に
取
り
組
む
べ
き
も
の 

 

他
報
告
事
項 

※
本
部
総
務
委
員
会
に
期
待
す
る
点
に
つ
い
て 

今
回
の
総
務
委
員
長
は
、
少
し
は
協
会
の
再
建

に
対
し
て
活
動
的
に
見
え
ま
す
が
、
今
迄
の
御

自
身
の
発
言
を
少
し
は
考
え
て
行
動
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。
議
論
の
為
の
議
論
に
、
遠
方
か
ら

参
加
す
る
委
員
も
い
る
事
を
考
慮
し
て
時
間
を

無
駄
に
せ
ず
効
率
的
に
進
め
て
貰
い
た
い
も
の

で
あ
る
。
結
局
は
、
事
務
局
頼
り
に
成
っ
て
事

務
局
の
効
率
性
を
鈍
化
さ
せ
る
の
で
は
、 

本
末
転
倒
で
あ
る
。
事
務
局
の
効
率
化
と
経
費

削
減
は
委
員
長
の
テ
ー
マ
で
有
っ
た
は
ず
な
の

だ
か
ら
。 

・
休
業
4
日
以
上
の
災
害
報
告 

 

滋
賀
県
支
部 

男
性 

54
歳 

8
/2

6

発
生 

自
走
式
ス
ク
リ
ー
ン
作
業
中
、
階
段
か
ら
滑
り

手
を
着
い
た
位
置
が
コ
ン
ベ
ヤ
ー
テ
ー
ル
ロ
ー

ラ
ー
で
右
腕
を
巻
き
込
ま
れ
る
。 

 

右
上
腕
部
か
ら
切
断
。 

 

山
口
県
支
部 

男
性 

64
歳 

1
0

/1
7

発
生 

25
㌧
原
石
ダ
ン
プ
に
て
原
石
運
搬
中
車
幅
の
認

識
を
誤
り
7m

下
に
落
下
。 

 

腰
椎
錐
体
骨
折
。 

 

長
崎
県
支
部 

男
性 

47
歳 

1
0

/2
7

発
生 

原
石
ダ
ン
プ
が
坂
途
中
で
E/G
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ

し
、
ブ
レ
ー
キ
制
御
不
能
に
な
り
滑
走
し
、 

路
側
帯
を
乗
り
越
え
70m

下
に
転
落
。 

 

首
・
助
骨
。
骨
盤
骨
折
・
肺
損
傷 

 神
奈
川
県
支
部 

男
性 

49
歳1

0
/2

4

発
生 

沈
砂
池
供
給
配
管
設
置
の
為
、
2.5m

掘
削
中
土
砂

が
崩
れ
、
身
体
の2

/

３
が
埋
没
。 

 
 

骨
盤
不
安
定
骨
折
、
肺
挫
傷
・
助
骨
骨
折 

 

以
上
の
4
件
も
発
生
し
ま
し
た
。
此
れ
か
ら
冬
期

間
に
入
り
場
内
施
設
踊
場
ま
た
、
路
面
の
凍
結
等

滑
っ
た
、
転
ん
だ
の
災
害
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

十
分
注
意
し
て
作
業
し
ま
し
ょ
う
。 

          

道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
・
協
会 

➀
桧
山
森
林
管
理
署
と
の
協
議 

 

旧
八
雲
砕
石
奥
尻
工
場
跡
地
整
理
に
つ
い
て 

 

管
財
人
か
ら
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
協
議
し

書
面
に
て
組
合
と
署
と
で
確
認
書
を
取
り
交
わ

し
て
一
連
の
事
案
に
終
始
し
た
い
旨
の
連
絡
が

あ
り
、
組
合
と
し
て
理
事
と
協
議
し
て
提
出
す

る
も
の
と
致
し
ま
す
。 

 

②
地
元
の
お
し
ご
と
紹
介
フ
ェ
ア
出
店
報
告 

※
組
合
と
し
て
担
い
手
確
保
や
砕
石
業
の
理
解
を

高
め
る
イ
ベ
ン
ト
・
お
し
ご
と
紹
介
フ
ェ
ア
に 

11
月
1
日
14
時
～
16
時
30
分
、
吉
田
事
務
局
と 

函
館
ア
リ
ー
ナ
・
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
内
の
会
場
で 

主
に
、
高
校
生
・
短
大
生
・
他
に
実
施
。 

結
果
は
、
お
察
し
の
通
り
で
し
た
。
土
木
、
建
築

関
係
も
当
会
と
同
じ
様
な
も
の
で
し
た
。 

今
後
の
労
働
力
確
保
に
向
け
て
前
途
多
難
で
す
。 

 

③
火
薬
類
保
安
講
習
会 

 

講
習
会
会
場 

北
斗
市
か
な
で
ー
る 

令
和
5
年
11
月
15
日 

Ⓙ
保
安
教
育
講
習
会 

9
時
30
分
～
12
時
30
分 

一
七
〇
名
参
加 

Ⓗ
保
安
教
育
講
習
会(

産
業
火
薬) 

 

13
時
30
分
～
17
時
30
分 

八
八
名
参
加 

 今
後
の
日
程
に
つ
い
て 

➀
檜
山
森
林
管
理
署
と
の
確
認
書
提
出
に
あ
た
り 

 

理
事
の
文
書
確
認 

➁
12
月
5
日
、
東
北
地
方
砕
石
協
議
会 

 

第
15
回
採
石
セ
ミ
ナ
ー 

宮
城
県
仙
台
市 

③
12
月
7
日 

地
方
本
部
理
事
会 

 

第
3
回
理
事
会 

札
幌
市 

④
12
月
15
日 

本
部
理
事
会 

 

第
54
回
理
事
会 

東
京
都
五
反
田 


